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アカマツ広域産地試験の関東試験地における植栽 2成長期目の成長特性

Growth trend of 2-year-old Pinus densiflora in provenance trial
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要旨：全国 10 ヶ所のアカマツ林から収集した種子を用いて，茨城県日立市の林木育種センター構内に広域産地試験

地を造成した。植栽後２年の成長データを解析した結果，樹高および根元径に産地間差が検出された(p < 0.001)。産

地の緯度経度との相関を見たところ，成長率のみに有意な相関が見られたが(p < 0.001)，他の形質には見られなかっ

た。一方，温量指数(寒さ指数や温かさ指数)との比較を行ったところ，樹高(p < 0.01)および根元径(p < 0.001)に有意

な相関関係が見られ，暖かい産地の方がより成長が良いことが示唆された。日立市の温量指数は，種子を採取した産

地の中で最も暖かい静岡県の浜北と同程度であり，ホームサイトアドバンテージと同様の効果が表れているのではな

いかと考えられた。
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Ⅰ はじめに

アカマツは北海道と沖縄を除く日本全国および朝鮮半

島，中国北東部に分布しており，垂直分布も低標高地か

ら標高 2,000 m 付近まで広く，日本産マツ属植物の中で

最も適応範囲の広い樹種といえる。マイクロサテライト

マーカーによる遺伝変異の解析では，東北，関東から近

畿，関西で遺伝組成が異なり，遺伝クラスタが存在して

いることが明らかとなっている(2)。しかし近年では，マ

ツ材線虫病の甚大な被害を受け，遺伝資源の減少が著し

い。このようなアカマツの遺伝資源を保存するためには，

防除作業を含む管理の行いやすい場所に各地の遺伝資源

を集約的に植栽する保存林やアカマツの生息域外への人

為的移住(アシステッド・マイグレーション)を行うなど

の積極的な措置も検討する必要がある。林木育種センタ

ーでは，このような保全策を検討するうえでの基礎情報

を得るため，広域産地試験を実施し，環境の変化に対す

る反応を明らかにすることとした。本報告では，関東試

験地における植栽後２年の成長について報告する。

Ⅱ 方法

１．調査地 森林総合研究所林木育種センター構内(茨城

県日立市)に 2015 年 3 月に植栽した試験地(関東試験地)

において調査を行った。本試験地は，図－1 に示した 10

産地由来の苗木を植栽したもので，同様の試験地を長野
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図－１．採種したアカマツ産地と関東試験地の位置
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県御代田町(中部山岳試験地)，鳥取県智頭町(山陰試験地)

および熊本県合志市(九州試験地)にも造成している(1)。

各産地の 5 母樹から採取した種子から苗を育成し，2 年

生苗を 2015 年 3 月に植栽した。各系統 4 本を 1 プロッ

トとし，3 反復の乱塊法で設計した。植栽間隔は 2.0 m

× 2.0 m とした。

２．調査項目 調査は2016年４月(1年次)および2017

年 1 月(2 年次)に樹高および根元径の測定を行った。根

元径は地際から約 10 cm 上部とした。2 年目の成長率は

“(2 年次測定値－1 年次測定値)/1 年次測定値”とした。

Ⅲ 結果と考察

2 年次の樹高および根元径の各産地の平均値はそれぞ

れ 106.7 ～ 138.6 cm，30.3 ～ 37.3 mm で，各産地と

も大きな障害もなく順調に生育していた。２年目の成長

率は樹高が 0.78 ～ 1.18，根元径が 0.77 ～ 0.95 とな

り，樹高の成長率の方が産地間での差が大きかった。分

散分析を行ったところ，2 年次樹高，2 年次根元径およ

び２年目樹高成長率において産地間に有意な差が見られ

た。産地間の差に地理的勾配があるかどうかを見るため

に，緯度，経度との相関を取ったところ，2 年目樹高成

長率のみで有意な相関(p < 0.001)が検出された。苗畑育

苗時の成長データにおいては，西南の集団ほど出芽終了

時期が遅く，その結果，苗が小さい傾向がみられていた。

試験地に植栽した後は樹高成長量に苗畑のような傾向が

見られなかったため，成長率において苗畑と逆の傾向が

見られたと考えられる。

各産地の環境条件に対する勾配があるかどうかを見る

ため，温量指数(3)との比較を行った。各産地と関東試験

地の緯度と寒さ指数(CI)を比較したところ，相関は見ら

れなかった(図－２)。最も南に位置する霧島は福島県の

津島と同等の指数を示した。これは，霧島の標高が約

1,000 m あるためである。同様に開田や霧上も高標高地

にあるため，寒冷な気候となっている。温量指数と各形

質の相関を見たところ，2 年次樹高(p < 0.01)と 2 年次根

元径(p < 0.001)で有意な相関がみられ(図－３)，暖かい

産地ほど成長が良いことが示唆された。NAGAMITSU

et al.(4)は東北地方(北)と中国地方(南)におけるアカマツ

の相互植栽試験において，南(暖かい)の試験地では南(暖

かい)の産地のほうが北(寒い)の産地よりも良く成長し，

ホームサイトアドバンテージを示したと報告している。

本報告の植栽地である関東試験地は，緯度は中程度であ

るものの，温量指数は各産地の中で最も温暖な浜北と同

等であり，温度環境は温暖地域といえる。よって，今回

の結果は植栽地と類似した気候の産地(ここでは暖かい

産地)の方が良い成長を示しているといえ，ホームサイト

アドバンテージと同様の効果が表れているのではないか

と考えられる。
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図－２． 産地と試験地の緯度と寒さ指数(CI)

図－３． 2 年次根元径と寒さ指数(CI)の関係


